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相模湾の潮間帯に生息するカリガネエガイの成長

倉持卓司

Takashi Kuramochi : Growth of Barbatia (Savignyarca) virescens within Intertidal Zones 
in Sagami Bay, Miura Peninsula, Central Japan

図 1. 潮間帯中部～下部にみられるヤッコカンザシ～マガキ床上に任意に設置した 25 × 25 cm
コドラート 4地点より採集されたカリガネエガイの殻長組成の季節変化 .

はじめに

日本周辺海域の岩礁域に生息する足糸固着性二枚貝

類の生態学的な報告は， イガイ科について多く （梶原ほ

か , 1978; 細見 , 1989; Iwasaki, 1994, 1995; 大垣 , 1996 な

ど）， フネガイ科に属する種類に関してはミミエガイ Acropsis 
（Galactella） symmetrica（Reeve, 1844）およびエガイ

Barbatia（Abarbatia）lima（Reeve, 1844）の幼貝の新規加入

時期と分布域の季節変化（河野ほか , 2002）， カリガネエガ

イ Barbatia（Savignyarca）virescens（Reeve, 1884）の付着行

動と足糸のタンパク質構造 （山本ほか , 1994） の報告がある

のみである。 本論文では， 相模湾の岩礁域潮間帯に生息

するカリガネエガイの成長と幼貝の新規加入時期について報

告する。

本報告にあたり， ご助言をいただいた葉山しおさい博物館

の池田　等氏， 渡辺政美氏に感謝申し上げる。

調査地点および方法

調査は， 三浦半島小田和湾の湾口部， 天神島北東側の

防波堤壁面 （35°36’N, 139°36’E） において， 2003 年 4 月

～ 2004 年 3 月の期間に行った。 試料採集は， 毎月 1 回

の割合で同一海域の潮間帯中部～下部にみられるヤッコカ

ンザシ～マガキ床上に　25×25 cm コドラートを任意に 4 地

点設置し， コドラート内の壁面にみられる生物をすべて採

集した。 採集試料は， すべて 70% アルコールで固定し，

この試料中よりカリガネエガイの生貝を選別し， 個体数のカ

ウントおよび殻長を計測し検討に用いた。

カ リ ガ ネ エ ガ イ は， 外 洋 的 環 境 に 生 息 す る B.（S.）
virescens obtusoides（Nyst, 1848）をカリガネエガイ， 内湾

的環境に生息する B.（S.）virescens virescen（Reeve, 1844）
をアオカリガネエガイとして 2 亜種に分類されることもあるが

（奥谷・波部 , 1983）， 本報告では， 波部（1977）に従い，

B.（S.）obtusoides を B.（S.）virescens と同一種とみなし，カ

リガネエガイ B.（S.）virescens として扱う。

結　果

調査期間中に得られたカリガネエガイの月別殻長組成の

ヒストグラムを示す （図 1）。 ヒストグラムから， 本種の月別

殻長組成は年間を通じ複数のモードをもつため， Cassie
　（1954）の方法を用い， これらの各モードで代表される

サイズクラスを分割して求めた平均殻長の季節変化を図

2 に 示 す。 4 月 に は， 平 均 殻

長 16.8mm， 24.8 mm， 31.7mm の

3 つのコホートがみられた。 6 月

に平均殻長 35.6 mm に達したコ

ホートは， 6 月以後みられなくな

り， 6 月に新規加入した平均殻長

7.3 mm の幼貝のコホートが以後成

長を続けた。 7 月以降は， 7 月

に平均殻長 10.8 mm， 18.9 mm，

28.3 mm の 3 つのコホートが成長

を続け， 翌年 3 月には， それぞ

れ平均殻長 15.9 mm， 25.9 mm，

31.7 mm に達した。 これらのコホー

ト追跡から本調査海域に生息する

カリガネエガイは， 5 月から 6 月

間に幼貝の新規加入がみられ，

加入後 3 年目と考えられるコホー

トが 6 ～ 7 月間に消失する， ほぼ

3 年の生存期間をもつと考えられ

る。 また， 本調査の調査域範囲

からは， 殻長 5.0 mm 以下の幼貝

は採集されなかった。
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考　察

本調査の結果， カリガネエガイの幼貝の新規加入は， 5

～ 6 月間にみられた。 河野ほか （2002） は， 鹿児島県錦

江湾湾奥部に生息するミミエガイは， 幼貝の新規加入は，

9 ～ 10 月を中心に通年見られるのに対し， エガイは， 8 月

から翌年 2 月までであったことを報告している。 また， トマ

ヤガイ科のトマヤガイ Caradita leana Dunker, 1860 は， 10

～ 12 月に新規加入がみられることを報告している。 大垣

（1996） は， 和歌山県南部町目津崎の岩礁に生息するイガ

イ科のヒバリガイモドキ Hormomya mutabilis （Gould, 1861）

が5-8月。同科のムラサキインコSeptifer virgatus（Wiegmann, 

1837） が 4 ～ 12 月に稚貝の新規加入がみられることを報告

している。 本調査によって得られたカリガネエガイの幼貝の

新規加入期間は， これまでに報告されているフネガイ科の

ミミエガイやエガイの幼貝の新規加入時期が晩夏から冬を中

心にみられる事と異なり， 大垣 （1996） により報告されたヒ

バリガイモドキの春から夏にかけて稚貝が新規加入する生態

と類似する。 幼貝の新規加入時期について大垣（1996）は，

和歌山県と香港のムラサキイガイ Mytilus galloprovincialis 
Lamark ,1819 の幼貝の新規加入時期について比較し， この

2 地点での， 幼貝の新規加入時期が異なることを示し， 低

緯度域では繁殖期が延長する可能性を示唆している。 同様

の傾向は， カリガネエガイにも当てはまる可能性があるが，

本種の幼貝の新規加入に関する報告が少なく， 十分な比較

検討を行えるほどの報告例がないことから， 今後， 他地域

に生息する， 本種の幼貝の新規加入時期との比較検討が

必要であると考えられる。

本調査海域でのカリガネエガイは， 5 ～ 6 月に新規加入

し， 新規加入後 3 年目と考えられるコホートが， 6 月以降に

消失することから，その生存期間は，ほぼ 3 年と推定された。

日本周辺海域における他の足糸固着性二枚貝類について

は， Hosomi（1980）が，瀬戸内海の試料をもとにムラサキイ

ガイが 3 年の生存期間をもつことを報告しているのみである。

Seed（1969）は，岩礁帯の異なる潮位に生息するヨーロッパ

イガイ Mytilus edulis Linnaeus, 1758 の成長速度と生存期間

を比較し， 低潮線に生息する個体は， 成長が早く， 10 年

前後の生存期間を持つのに対して， 高潮線に生息する個

体は， 成長がゆるやかで 15 年以上の生存期間をもつことを

報告している。 この要因として， 低潮線では， 成長は早い

が， 捕食者が多いため生存率が低くなり， 生存期間が短い

のに対して， 高潮線では， 潮汐の干満による乾燥などの物

理的な環境変動が激しいため成長は遅

いが， 捕食者が少ないため生存率が

高くなることが生存期間の差としてみら

れるとしている（Seed , 1969）。 本調査

により得られたカリガネエガイの生存期

間も， 同調査海域で観察されたイボニ

シ Thais （Reishia） clavigera （Kuster, 
1860）などの捕食者により生存率が制

限され， 乾燥や波浪などによる物理的

な環境要因により成長速度が制限され

ている可能性が推測される。 また， 本

調査で用いた潮間帯に生息する個体

と， 個体数は潮間帯に比べ少ないが

潮下帯に生息する個体 （倉持 , 未発

表資料） とでは， 成長速度および生

存期間が異なる可能性が推測されている。

Meadows & Shand（1989）は， イガイ科の複数種の幼貝

が生息基盤に着底後， 生息に適した環境へ足糸を切って

移動することを報告しており， 本調査方法でカリガネエガイ

の殻長 5.0 mm 以下の幼貝が採集されなかったひとつの要

因として， 幼貝は， 調査範囲以外の場所に定着し， その後，

成長に伴って， 生息場所を移動する特徴をもつ可能性が考

えられる。 また， 河野ほか（2002）も， エガイ， ミミエガイ，

トマヤガイの 3 種は， いずれも成貝に比べ幼貝の方が潮間

帯の広い範囲に分散して分布し， 成長に伴いより好適な環

境へ移動 ・ 集合するため， 幼貝の分布域に比べ， 成貝の

分布域が狭くなっている可能性を示唆している。
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図 2. Cassie(1954) の方法を用い，サイズクラスを分割して求めたカリガネエガイの
平均殻長の季節変化 .




